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○富山県登山届出条例 

昭和41年３月26日 

富山県条例第22号 

改正 昭和44年２月17日条例第１号 

昭和44年10月６日条例第40号 

平成４年３月27日条例第１号 

平成15年12月19日条例第55号 

令和３年３月26日条例第13号 

富山県登山届出条例を公布する。 

富山県登山届出条例 

（目的） 

第１条 この条例は、富山県の区域内にある山岳のうち、特に危険な地区及び期間に登山し

ようとする者に対し、登山届を提出させることにより、山岳遭難の防止及び遭難時の対策

に資することを目的とする。 

（昭44条例40・一部改正） 

（定義） 

第１条の２ この条例において「危険地区」とは、別表第１に掲げる地区をいう。 

２ この条例において「特別危険地区」とは、危険地区のうち別表第２に掲げる地区をいう。 

３ この条例において「登山」とは、12月１日から翌年５月15日までの間に危険地区に立ち

入ることをいう。 

４ この条例において「登山者」とは、登山する者をいう。 

（昭44条例40・追加） 

（登山者の心構え） 

第２条 登山者は、適正な登山計画を作成し、その計画に基づいて装備、食糧等を整え、登

山しなければならない。 

（特別危険地区に対する登山者の心構え） 

第３条 登山者は、12月１日から翌年４月15日までの間は、特別危険地区に立ち入らないよ

うに努めなければならない。 

（昭44条例40・全改） 

（登山届の提出） 

第４条 登山者は、次に掲げる事項を記載した登山届を知事に提出しなければならない。こ
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の場合において、登山者が集団で登山するときは、代表者が提出することができる。 

(1) 住所、氏名及び年齢 

(2) 登山歴（山岳団体に所属している登山者にあつては、登山歴についての当該山岳団体

の代表者の確認のあるもの） 

(3) 行程及び日程 

(4) 日程中の行動の概要 

(5) 装備及び食糧 

(6) 緊急時における連絡先 

(7) 緊急時の救助体制 

(8) 山岳遭難捜索費用に充てるための保険の加入又は未加入の別 

２ 前項の届出は、登山する日の20日前までにしなければならない。 

３ 登山者は、登山前に第１項の登山届の記載事項を変更したときは、遅滞なくその旨を知

事に届け出なければならない。 

４ 遭難救助に従事する者その他知事が特に認める者については、第２項の規定は、適用し

ない。 

（昭44条例40・平15条例55・令３条例13・一部改正） 

（登山届済書の交付） 

第５条 知事は、前条第１項の規定により提出された登山届を受理したときは、登山届済書

（以下「届済書」という。）を登山者に交付するものとする。 

２ 知事は、登山届の内容が不適当と認めたときは、届済書を交付する前に、登山者に必要

な勧告をすることができる。 

（届済書の提示） 

第６条 登山者は、常に届済書を携行し、知事の指定する登山指導員（以下「指導員」とい

う。）からその提示を求められたときは、これを提示しなければならない。 

２ 指導員は、登山者の装備等が届済書の記載事項と相違すると認めたときは、必要な勧告

をすることができる。 

３ 指導員は、前２項の規定により、届済書の提示を求め、又は必要な勧告をするときは、

その身分を示す証票を携帯し、関係者の請求があつたときは、これを提示しなければなら

ない。 

（審議会の設置） 

第７条 第５条第２項に規定する知事の勧告の基準その他必要な事項を調査審議するため、



3/4 

富山県山岳遭難防止対策審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（昭44条例40・一部改正） 

（組織） 

第８条 審議会は、委員20人以内で組織する。 

２ 特別の事項を調査研究するため、必要があるときは、臨時の委員を置くことができる。 

３ 委員及び臨時の委員は、学識経験のある者及び関係行政機関の職員のうちから知事が任

命する。 

（昭44条例１・一部改正） 

（会長） 

第９条 審議会に会長を置く。 

２ 会長は、委員が互選する。 

３ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

４ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、あらかじめ、会長の指名する委員が

その職務を代理する。 

（任期） 

第10条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 臨時の委員は、特別の調査研究が終了したときは、解任するものとする。 

（罰則） 

第11条 次の各号のいずれかに該当する者は、５万円以下の罰金又は科料に処する。 

(1) 登山届を提出しないで登山をした者 

(2) 虚偽の登山届を提出して登山をした者 

(3) 第６条の届済書の提示を拒んだ登山者 

（昭44条例40・平４条例１・一部改正） 

（委任） 

第12条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

（昭44条例40・追加） 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和44年条例第１号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和44年条例第40号） 
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この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成４年条例第１号） 

この条例は、平成４年５月１日から施行する。 

附 則（平成15年条例第55号） 

この条例は、富山県行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例（平成15年富

山県条例第54号）の施行の日から施行する。 

（施行の日＝平成16年４月１日） 

附 則（令和３年条例第13号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

別表第１ 

（昭44条例40・追加） 

劔岳及び早月尾根を中心とした区域で、馬場島からブナクラ乗越に至る白萩川及びブナクラ

谷、ブナクラ乗越から赤谷山、白萩山、赤ハゲ、白ハゲ及び池平山を経て仙人山に至るりよ

う線、北股、劔沢、武蔵谷、武蔵のコルから劔御前、別山乗越、室堂乗越、西大谷山、クズ

バ山を経て中山に至るりよう線並びに中山と馬場島を結ぶ線に囲まれた区域 

別表第２ 

（昭44条例40・追加） 

１ 東大谷を中心とした区域で、東大谷出合、左尾根、早月尾根2,600、早月尾根、別山尾根

及び右尾根に囲まれた区域（当該尾根から内側に向つてそれぞれ50メートル以内の区域を

除く。） 

２ 池の谷を中心とした区域で、池の谷出合、小窓尾根、三の窓、池の谷乗越、劔岳、早月

尾根及び早月尾根1,920に囲まれた区域（当該尾根から内側に向つてそれぞれ50メートル以

内の区域及び劔尾根両側50メートル以内の区域を除く。） 

 


